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なスコットランドに降り立った創立者は、いの一番に、北先生にお歌を詠んでくださった。
「グラスゴー　風光明媚の夢の国　君と立ちたり　勝者の舞台と　大作」
　脇書きには、「1994年六月十三日　后七時　ローモンド湖畔」と認められていた。
　確かに、北先生が創立者に伝えてきた暗くて冷たい風の吹くグラスゴーというイメージとは、
全く反対の「夢の国」のような景観が、そこにはあったのである。その感動を「夢の国」と謳っ
ていただいた創立者の心に触れ、北先生は、本当に感動されていた。
　翌日、創立者は、グラスゴー大学での名誉学位受賞者10名が招かれての正式なティーパー
ティーや、来訪を待ちわびていた地元スコットランドの SGI 会員たちとの記念撮影に臨まれた。
そして、６月15日には、グラスゴー大学のビュートホールで、授与式が挙行された。式典では、
各受賞者が推薦人による推挙の辞の後に、証書とフードを授与される形で、創立者は最後の順番
で授章された。創立者の推薦人は、マンロー教授で、良く響くバリトンの声で、推挙の辞を読み
上げられていた。その中で、マンロー教授は、創価大学とグラスゴー大学の交流の契機を作った
のは、20年前の北政已青年のグラスゴー来訪であったと述べ、スピーチの最後を創立者の作っ
た「滝の詩」の引用で締めくくった。
「滝の如く　激しく　　滝の如く　撓
たゆ
まず　滝の如く　恐れず
　滝の如く　朗らかに　滝の如く　堂々と　男は王者の風格を持て」
　マンロー教授の推挙の辞は、北先生をはじめその場にいた創価大学関係者の心に響いた。
　授与式の当日は、北先生が創立者に再三語っていた通りの、スコットランドらしい１日のうち
に四季が目まぐるしく顔を出す変化の激しい天候だった。
　式典の翌日には、再び創立者から北先生にお歌が、届けられた。
「君ありて　名誉学位記　グラスゴー　歴史に残らむ　添いたる力を　大作
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　六月十五日　グラスゴー大学にて」
　北先生は、いつも振り返って、「自分は大きなことをしようと思ったことはない」と語ってい
るが、その一生懸命な生き方の積み重ねは、間違いなく誰人もなしえない大きな足跡として刻ま
れてきた。研究者として、重ねた業績は、スコットランドというメジャーとは言い難い地域に着
目しながら、世界史の中で果たしたその役割の大きさに多くの人の関心を引いた。また、創価大
学に教員として勤務した期間は、誰人も越えられない最長不倒の記録であることもそうだが、何
と言っても、叱ったり、励ましたりして心の交流を結んだ、学生の数の多さは、ただただ驚嘆す
る以外にない。
　北先生の創価大学に果たした貢献の大きさを私たちは忘れてはならないとの思いで、この一文
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を書かせていただいた。退職後も変わらずお元気で過ごされることを念願しつつ。
